
ま
で
来
て
病
に
倒
れ
、
故
郷
の
土
を
踏
む
こ
と
が
出
来
な
か
っ

た
戦
友
に
対
し
、
心
か
ら
御
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

海
軍
の
通
信
　 

―
予
科
練
習
生
の
教
育
―

富
山
県
　
井
沢
健
四
郎
　 

私
は
富
山
県
西
砺
波
郡
太
美
山
村
七
曲
と
い
う
所
で
、
大
正

九
年
五
月
二
十
日
に
、
兄
弟
七
人
の
四
男
と
し
て
生
れ
ま
し
た
。

軍
隊
は
昭
和
十
五
年
徴
集
で
、
昭
和
十
六
年
一
月
十
日
徴
集
兵

（
後
に
志
願
兵
）
と
し
て
、
舞
鶴
海
兵
団
に
入
団
し
た
の
で
す
。

入
団
し
て
海
軍
四
等
水
兵
と
な
り
、

昭
和
十
六
年
三
月
十
日
、

横
須
賀
の
通
信
学
校
へ
入
校
し
ま
し
た
。
我
々
初
年
兵
は
入
団

と
同
時
に
学
力
試
験
の
み
課
さ
れ
、
そ
の
者
の
適
性
、
何
に
ど

う
い
う
科
に
適
し
て
い
る
か
を
見
る
。
例
え
ば
砲
術
、
魚
雷
と

か
専
門
が
あ
る
が
、
私
は
通
信
に
適
性
あ
り
と
判
定
さ
れ
た
か

ら
で
す
。

多
く
の
科
の
中
で
、
通
信
は
学
力
と
能
力
が
な
い
と
い
け
な

い
の
で
、
舞
鶴
で
は
約
百
九
十
名
が
通
信
に
選
抜
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
時
、
兵
科
の
方
へ
は
約
五
千
五
百
名
入
団
し
た
わ
け
で
す

が
、
そ
の
中
で
機
関
、
主
計
、
医
務
は
全
然
別
個
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
選
抜
の
者
が
各
海
兵
団
か
ら
横
須
賀
へ
集
ま
っ
た
。
そ

こ
で
ま
た
試
験
が
あ
っ
て
振
り
落
さ
れ
る
。
百
九
十
名
の
う
ち

百
六
十
名
が
残
っ
た
。
三
十
名
は
試
験
の
上
、
舞
鶴
へ
帰
さ
れ

て
他
の
兵
科
に
入
れ
ら
れ
る
。
実
力
本
位
の
大
変
厳
し
い
選
考

で
す
か
ら
。

通
信
学
校
を
昭
和
十
六
年
十
一
月
に
卒
業
し
た
の
で
す
が
、

そ
の
間
は
ほ
と
ん
ど
通
信
専
門
で
し
た
。
陸
軍
で
い
う
射
撃
そ

の
他
の
戦
闘
教
練
は
な
く
、
一
般
教
練
は
多
少
あ
る
が
、
一
週

間
に
一
度
ぐ
ら
い
だ
っ
た
。
通
信
学
科
は
理
論
・
数
学
・
英
語

（
外
国
語
）・
海
洋
・
気
象
学
、
航
海
に
関
す
る
も
の
、
そ
の

う
ち
難
し
い
の
は
空
間
に
電
波
を
飛
ば
す
、
ど
う
い
う
ふ
う
に

電
波
が
飛
ぶ
か
な
ど
の
知
識
で
し
た
。

私
は
こ
う
い
う
田
舎
町
か
ら
海
軍
に
行
っ
た
。
陸
軍
の
こ
と

は
、
第
九
師
団
の
演
習
場
が
富
山
の
立
野
原
に
あ
っ
た
。
そ
れ

は
福
光
町
の
一
角
に
あ
る
の
で
、
子
供
の
時
か
ら
陸
軍
の
演
習

を
見
て
い
た
。
匍
匐
や
前
進
突
撃
訓
練
な
ど
で
あ
る
の
で
、
陸



軍
の
一
般
的
知
識
は
持
っ
て
い
ま
し
た
。

私
は
青
年
学
校
に
籍
を
置
い
て
い
た
が
、
海
軍
の
こ
と
は
九

九
％
ほ
と
ん
ど
教
育
を
受
け
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
海
軍
に
つ

い
て
は
ま
る
っ
き
り
判
ら
な
い
。
海
軍
用
語
は
独
特
な
の
で
、

陸
軍
の
用
語
を
使
う
と
上
級
者
か
ら
叱
ら
れ
る
。

陸
軍
で
は
「
○
○
殿
」

、
海
軍
で
は
呼
び
捨
て
、
陸
軍
で
は

「
○
○
閣
下
」
と
い
う
が
、
海
軍
は
「
○
○
艦
長
」
と
呼
び
捨

て
だ
っ
た
。
そ
の
よ
う
に
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
、
狭
い
艦
内
で
生

活
す
る
の
で
簡
単
に
し
て
あ
る
。
敬
礼
で
も
、
顔
近
く
に
掌
を

着
け
て
や
る
。
陸
軍
式
に
肘
を
張
っ
て
す
る
と
叱
ら
れ
る
。
私

は
子
供
の
時
か
ら
陸
軍
を
見
て
い
た
の
で
、
中
々
矯
正
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
。

体
罰
で
は
、
精
神
注
入
棒
と
い
う
「
バ
ッ
タ
」
と
い
う
の
で

叩
か
れ
る
と
歩
け
な
く
な
る
。
し
か
し
、
叩
く
方
が
上
手
に
叩

く
。
こ
つ
が
あ
っ
て
、
無
茶
苦
茶
に
叩
く
と
内
出
血
を
お
こ
す
。

ビ
ン
タ
は
必
ず
拳
骨
、
平
手
で
や
る
と
鼓
膜
を
破
る
こ
と
が
あ

る
か
ら
。

し
か
し
、
ビ
ン
タ
を
徹
底
的
に
や
ら
れ
る
と
食
事
も
出
来
な

い
。
海
軍
は
徹
底
的
に
鍛
え
る
。
毎
晩
の
よ
う
に
制
裁
の
時
間

帯
が
あ
る
。
就
寝
前
約
三
十
分
ぐ
ら
い
、
烏
の
鳴
か
ぬ
日
は

あ
っ
て
も
制
裁
を
や
ら
れ
な
い
日
は
無
か
っ
た
。

学
校
で
は
、
班
長
が
全
部
仕
切
っ
て
や
っ
て
く
れ
る
の
で
制

裁
は
毎
日
で
は
な
い
。
学
科
重
点
だ
し
、
情
操
教
育
、
服
装
も

通
信
学
生
と
し
て
キ
チ
ン
と
さ
せ
ら
れ
て
い
た
し
、
と
に
か
く
、

学
力
を
優
先
し
て
い
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

学
生
は
、
舞
鶴
、
山
形
、
新
潟
、
京
都
、
富
山
、
福
井
、
石

川
、
滋
賀
な
ど
の
出
身
者
で
し
た
。
卒
業
は
全
員
さ
せ
る
。
出

来
る
ま
で
叩
く
の
で
判
る
よ
う
に
な
る
か
ら
落
後
者
は
一
人
も

い
な
い
、
成
績
の
順
位
は
あ
っ
て
も
落
第
者
は
い
な
い
の
で
す
。

但
し
、
中
間
で
病
気
等
で
卒
業
に
間
に
合
わ
な
け
れ
ば
、
次
の

期
に
入
れ
ら
れ
、
終
了
す
れ
ば
卒
業
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

卒
業
は
昭
和
十
六
年
十
一
月
十
一
日
で
し
た
。

私
は
そ
の
時
、

戦
地
勤
務
を
希
望
し
た
の
で
す
が
、
当
時
は
支
那
方
面
し
か
な

く
、
揚
子
江
河
口
付
近
の
舟
山
（
列
島
）
警
備
隊
付
と
な
り
、

中
国
沿
岸
の
封
鎖
を
し
て
い
た
。
卒
業
の
時
、
戦
地
志
望
を
し

て
い
た
の
で
、
艦
船
勤
務
を
し
て
い
れ
ば
、
大
東
亜
戦
争
の
開

戦
後
死
ん
で
い
た
ろ
う
。
戦
友
は
随
分
死
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ

も
連
命
、
陸
軍
も
海
軍
も
皆
運
隊
で
、
当
時
、
戦
地
勤
務
は
一



番
危
険
だ
っ
た
の
に
、
結
果
的
に
は
比
較
的
犠
牲
の
少
な
い
支

那
方
面
艦
隊
に
い
て
助
か
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

昭
和
十
八
年
五
月
一
日
、
水
兵
長
、
同
年
十
二
月
一
日
、
志

願
兵
籍
に
編
入
（
戦
争
が
熾
烈
に
な
り
）
、
私
の個
有
番
は
「
志

一
五
七
〇
」
と
な
っ
た
の
で
す
。
そ
の
後
も
引
き
続
き
警
備
隊

に
勤
務
し
て
い
た
が
、
昭
和
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
中
支
方
面

は
戦
務
乙
で
し
た
。

舟
山
島
警
備
隊
の
範
囲
は
揚
子
江
の
入
り
口
付
近
で
あ
り
、

本
部
は
島
の
定
海
に
あ
っ
て
四
派
遣
隊
が
あ
る
。
陸
戦
隊
は
千

名
以
上
い
た
で
し
ょ
う
。
司
令
は
大
佐
で
す
。
警
備
隊
の
中
の

砲
艦
に
は
無
線
装
置
が
あ
る
が
、
大
発
や
内
火
艇
の
大
き
い
の

に
は
無
線
装
置
が
な
い
の
で
軽
無
線
機
を
持
っ
て
い
っ
た
が
、

船
内
が
狭
い
の
で
ア
ン
テ
ナ
を
張
る
場
所
が
な
く
苦
心
し
ま
し

た
。無
線
機
の
受
信
範
囲
は
広
い
が
、
発
信
の
出
力
は
機
械
に

よ
っ
て
〇
・
五
Ｗ
、
一
・
五
Ｗ
、
三
Ｗ
と
あ
る
。
だ
ん
だ
ん
に

精
巧
な
機
械
が
出
来
た
が
、
そ
れ
を
完
全
に
こ
な
す
の
は
学
校

教
育
だ
け
で
は
無
理
で
す
。
初
め
は
機
械
に
使
わ
れ
、
三
年
以

上
も
す
れ
ば
機
械
を
使
う
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

兵
役
の
期
間
は
、
陸
軍
は
二
年
満
期
、
海
軍
は
三
年
で
満
期

だ
か
ら
、
三
年
で
は
ま
だ
一
人
前
で
は
な
い
。
し
か
し
す
べ
て

が
判
る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
本
当
の
一
人
前
で
は
な
い
。
先

ず
善
行
章
四
本
、
一
本
で
三
年
、
だ
か
ら
十
二
年
経
た
ぬ
と
一

人
前
に
な
ら
な
い
。
こ
れ
で
准
士
官
（
兵
曹
長
）
に
な
る
。
い

わ
ゆ
る
神
様
に
な
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
善
行
章
一
本
（
三

年
満
期
）
で
は
無
理
と
い
う
わ
け
で
す
。

海
軍
の
階
級
は
右
腕
に
つ
い
て
い
る
の
が
右
マ
ー
ク
、
右

マ
ー
ク
は
階
級
、
左
マ
ー
ク
は
特
技
、
通
信
と
か
砲
術
と
か
水

雷
等
。
左
マ
ー
ク
は
機
関
科
も
同
じ
で
あ
る
。
左
マ
ー
ク
を
見

る
と
、
そ
の
人
の
科
目
と
技
術
の
程
度
が
判
る
わ
け
で
す
。

私
は
、
昭
和
十
九
年
五
月
、
第
七
三
期
高
等
科
電
信
術
練
習

生
と
な
っ
た
が
、
戦
況
が
段
々
と
不
利
に
な
っ
て
き
た
の
は

判
っ
て
来
た
。
そ
れ
に
応
じ
十
月
に
繰
上
げ
卒
業
と
な
り
、
直

ち
に
実
施
部
隊
に
そ
れ
ぞ
れ
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

十
月
卒
業
後
、
滋
賀
海
軍
航
空
隊
西
宮
分
遣
隊
付
と
な
り
ま

し
た
が
、
そ
こ
は
前
関
西
学
院
の
跡
で
し
た
。
予
科
練
の
生
徒

ば
か
り
で
、
第
十
三
、
十
四
、
十
五
、
十
六
、
十
七
期
の
練
習

生
を
教
育
し
た
の
で
す
。
十
六
、
十
七
、
十
八
歳
の
者
が
ほ
と



ん
ど
で
、
志
願
兵
ば
か
り
で
し
た
。

教
育
の
状
況
を
申
し
ま
す
と
、
若
い
少
年
兵
に
通
信
の
こ
と

を
教
え
る
の
だ
が
、

今
考
え
る
と
随
分
無
理
な
教
育
を
し
た
が
、

当
時
の
少
年
は
愛
国
心
が
あ
っ
た
か
ら
良
く
覚
え
て
く
れ
ま
し

た
。そ
の
少
年
達
は
空
へ
出
れ
ば
死
に
に
行
く
。
そ
の
た
め
精
神

棒
で
叩
く
な
ど
の
暴
力
は
振
る
わ
な
か
っ
た
の
で
生
徒
に
非
常

に
親
し
ま
れ
た
。
し
か
し
、
ど
う
し
て
も
叱
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ

と
に
対
し
て
は
、
手
の
つ
け
ら
れ
ぬ
ほ
ど
叱
っ
た
も
の
で
す
。

生
徒
は
一
日
で
も
早
く
航
空
兵
と
し
て
立
派
に
な
ろ
う
と
い
う

気
持
ち
を
持
っ
た
人
達
で
、
通
信
技
術
だ
け
で
な
く
、
精
神
、

一
般
の
海
軍
軍
人
の
務
め
や
、
愛
国
心
を
教
え
ま
し
た
。

飛
び
立
て
ば
、
帰
っ
て
来
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
。
だ
か

ら
一
生
懸
命
に
や
っ
た
。
少
年
た
ち
は
「
自
分
は
飛
ん
だ
ら

帰
っ
て
来
た
い
」
と
い
う
精
神
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。「
百
発

一
中
の
弾
よ
り
、
一
発
必
中
」
そ
う
い
う
こ
と
を
予
科
練
習
生

に
教
え
ま
し
た
。
通
信
技
術
、
精
神
教
育
、
海
軍
魂
、
大
和
魂

の
教
育
に
明
け
暮
れ
で
し
た
。

予
科
練
の
人
た
ち
は
、
今
で
も
戦
友
会
、
同
期
会
が
熱
心
に

続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
命
を
か
け
て
教
育
を
う
け
、
生
命
を
賭

け
て
戦
っ
た
仲
間
で
す
か
ら
、
そ
し
て
多
く
の
戦
友
が
特
攻
隊

と
し
て
一
発
必
中
、
飛
行
機
も
ろ
と
も
敵
艦
に
突
入
し
た
の
で

す
か
ら
。
私
た
ち
旧
海
軍
通
信
校
出
身
者
は
、
海
上
、
艦
上
で

或
は
陸
上
で
、
内
外
地
を
問
わ
ず
青
春
の
生
命
を
賭
け
た
こ
の

大
戦
に
参
加
し
多
く
の
戦
友
を
失
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
自
分
た

ち
が
教
育
し
た
予
科
練
習
生
は
特
攻
隊
員
と
し
て
自
爆
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
有
志
が
中
心
と
な
っ
て
、
旧
海
軍
通
信
学
校
普

電
信
第
五
七
期
会
と
し
「
五
七
期
会
報
」
と
い
う
の
を
編
集
し
、

関
係
者
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
た
し
か
、
年
二
回
の
発
行
で
す

が
、

発
行
人
と
な
っ
て
い
る
前
川
さ
ん
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
会
報
を
読
む
に
つ
け
、
当
時
の
想
い
出
、
戦
歴
が
脳
裏
に

甦
え
っ
て
き
ま
す
し
、
戦
友
た
ち
の
面
影
が
瞼
に
浮
か
ん
で
き

ま
す
。
我
々
の
海
軍
魂
は
戦
後
、
日
本
の
復
興
に
役
立
っ
た
と
思
う

し
、
私
自
身
の
再
生
の
根
本
を
作
っ
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

又
、
こ
の
五
七
期
会
報
が
二
十
巻
近
く
続
い
て
発
行
さ
れ
、
同

期
生
の
心
の
絆
と
な
っ
て
い
る
の
も
、
や
は
り
海
軍
軍
人
の
戦



友
愛
の
現
わ
れ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
戦
没
し
た
方
々
の
御
冥

福
を
祈
る
日
々
で
あ
り
ま
す
。

海
南
島
掃
討
戦
　 

―
海
軍
第
十
五
警
備
隊
―

愛
知
県
　
小
栗
浩
嗣
　 

私
は
大
正
六
年
八
月
十
八
日
、
現
在
の
岐
阜
県
瑞
浪
市
、
旧

日
吉
村
字
田
高
所
で
生
れ
た
の
で
す
が
、
小
学
校
六
年
の
時
、

多
治
見
市
に
転
居
。
洋
服
縫
製
販
売
の
修
業
を
し
、
二
十
七
歳

に
よ
う
や
く
独
立
し
た
の
も
つ
か
の
間
、
昭
和
十
七
年
に
徴
用

で
三
菱
電
機
に
入
り
一
か
年
、
そ
の
間
の
昭
和
十
八
年
六
月
一

日
、
今
度
は
召
集
令
が
来
て
、
約
一
週
間
の
後
、
呉
海
兵
団
に

入
団
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
す
。

応
召
と
い
う
の
で
陸
軍
か
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
時
期

に
は
海
軍
に
も
補
充
兵
が
入
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
海

兵
団
入
団
五
日
後
、
我
々
召
集
兵
は
身
体
検
査
な
ど
で
あ
わ
た

だ
し
く
過
ご
し
、
そ
の
間
に
各
方
面
に
配
属
を
命
ぜ
ら
れ
た
の

で
す
。
私
は
海
南
島
方
面
と
決
定
し
、
他
の
人
々
は
そ
れ
ぞ
れ
各
方

面
に
分
か
れ
た
の
で
す
。
海
南
島
は
南
支
那
の
台
湾
ぐ
ら
い
の

広
さ
が
あ
る
島
で
、
昭
和
十
四
年
陸
軍
が
敵
前
上
陸
を
し
て
占

領
し
た
所
で
す
。
私
の
勤
務
地
は
「
呉
海
兵
団
、
佐
世
保
局
気

付
吉
田
隊
」
と
の
こ
と
で
、
正
式
に
は
、
海
軍
第
十
五
警
備
隊

・
第
一
進
撃
隊
・
第
一
中
隊
第
二
小
隊
第
二
分
隊
で
あ
り
ま
し

た
。
任
務
は
、
海
南
島
を
占
領
し
て
い
た
陸
軍
の
後
を
う
け
て

の
掃
討
、
治
安
維
持
で
す
。

私
た
ち
は
佐
世
保
海
兵
団
で
は
教
育
は
受
け
ず
、
待
機
二
日

間
、
特
務
艦
（
輸
送
艦
「
室
戸
」

）
に
、
佐
世
保
の
兵隊
と
一
緒

に
乗
船
し
た
が
、
新
兵
の
私
に
は
何
人
ぐ
ら
い
乗
っ
た
か
判
ら

な
い
。
推
定
「
四
～
五
百
人
ぐ
ら
い
」
か
と
い
う
話
も
あ
っ
た

が
、
現
地
の
軍
属
の
兵
舎
を
建
て
る
と
い
う
の
で
、
木
材
を
積

載
し
て
い
た
。
し
か
し
、
夏
の
酷
し
い
暑
さ
を
感
じ
た
こ
と
は

記
憶
に
あ
り
ま
す
。

上
陸
し
た
の
は
、
島
の
南
端
の
楡
林
と
い
う
街
で
、
そ
の
後

四
日
程
、
新
兵
と
し
て
の
心
構
え
を
教
え
ら
れ
た
。
今
度
は
陸

路
ト
ラ
ッ
ク
で
輸
送
さ
れ
、
我
々
に
は
初
め
て
武
器
、
衣
糧
、




